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～ 高齢者が元気になるモビリティ社会 ～

名古屋COI 拠点成果発表会
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センター・オブ・イノベーションプログラム

研究開発期間 ： 平成25年11月～平成33年度（予定）



プロジェクトテーマ

高齢者が元気になるモビリティ社会

名古屋COI拠点

活気ある持続可能な社会の構築（COI Program Vision3)

「高齢者は重要な社会の担い手」

・世代ごとの多様性の尊重

・知恵・技術が継承できる仕組みを構築

・高齢者が活躍できる環境を整備

 超高齢社会のネガティブをポジティブに！



名古屋COI拠点：高齢者が元気になるモビリティ社会

活気ある持続可能な社会の構築（COI Program Vision3)
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 モビリティの視点から、高齢者が活き活きと

活躍できる社会の実現に寄与したい！

「モビリティは社会と人を育てる：全ての人の権利」

・移動は生活・社会活動に必要不可欠

・移動は新しい文化・コミュニティを形成

・移動は高齢者の心身機能の維持・向上に寄与

・移動量の増加は経済成長と相関



「高齢者が元気になるモビリティ社会」

高齢者の社会活躍を
促進し、元気な日本へ

モビリティ

社会参加絆・元気・活力

移動が人・社会を変える

高齢者が自らの意思で
いつでもどこでも移動

絆
元
気

活
動
量

名古屋COI拠点の目指す社会

コンセプト
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運転機会低下の抑制
（安全・安心・ことづくり）

運転寿命延伸
（健康増進・
運転能力 トレーニング）

GDP寄与： １兆円規模（推定）

アンケート結果に基づく近似線

仮想目標線

高齢者の日常運転移動量
名古屋COI 社会調査（H26）
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回
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者
数 ※５０歳以上で運転経験のある

高齢者を対象、N=1,624人



運転移動量の減少

名古屋COI 社会調査 (H26)

：運転能力関連の理由

：事故・ヒヤリ関連の理由53.5
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6.運転の必要性が減少したから

5.日々の生活から、

運転能力の低下を感じるから

2.運転中に、ヒヤリとする経験が

多くなったから

7.運転することが

楽しくなくなってきたから

8.経済的理由により、運転を続ける

ことが難しくなったから

1.事故を経験したから

4.医師ではない方（家族、友人など）に、

運転能力の低下を指摘されたから

9.免許更新制度の厳格化に伴い、

免許を更新することが難しくなったから

3.医師に、運転能力の低下を指摘されたから

10.その他理由

：運転の必要性の減少
運転の必要性が減少した

運転能力の低下を感じる

運転中に、ヒヤリとする経験が多くなった

医師ではない方に運転能力の低下を指摘された

医師に運転能力の低下を指摘された

事故を経験した

運転移動量減少の理由

①運転必要性の減少-------54%

②事故・ヒヤリ関連、運転能力の低下関連

------------------------23%

■■■で77%を占める

高齢者の運転移動量が減少/尽きる要因



名古屋COI が目指す社会と創出価値

8

高齢者の交通事故・運転負荷の低減

高齢者の外出を促進 モデルコミュニティの構築

高齢者の自立移動量の拡大・運転寿命の延伸

トヨタ・中研・デンソー
名大
農工大・産総研・
愛知県大

旭硝子
名大

トヨタ・名大
パナソニック・名大
富士通・名大
東芝・名大

名大・東大・豊田市

愛知県、幸田町



安全・安心に楽しく行こう（クルマ）1

高齢者の心身機能を理解し、不安や事故を回避する運転者アシスト機能
① 運転能力低下があっても安全で快適な運転ができる

人間・機械協調型運転支援システム
② 個人毎の心身機能低下を補完する運転者支援機器・サービス

9安全に安心に楽しく運転できるクルマ



安全・安心に楽しく行こう（クルマ）

―自車周囲の環境理解技術－
1

○ 世界トップの自車位置推定技術（誤差10㎝以下）や歩行者認識アルゴリズムを開発

○ 自動運転・協調型運転支援用の
ダイナミックマップの
アーキテクチャを策定

世界トップレベルの
歩行者認識性能を実現

名古屋市守山での自動運転公道実験に
高精度位置推定技術を適用

自動運転・協調型運転支援用の
レーンセグメント情報を有する

地図フォーマットを考案
（内閣府SIPにて検討中）
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実験車によるシステム研究の加速1

従来：COI開発要素技術を名古屋大学（別プログラム）の自動運転実験車にて機能確認

現在：COIのシステムコンセプト実験車を新たに開発、2016年公道実験に向けて評価中



町に出よう（パーソナルコンシェルジュ機器・サービス）2

高齢者が「外出したくなる誘導とコトづくり」サービス
＝個人の心身・行動特性に合わせて、外出活動を促進する機器・サービス
①大規模情報基盤ネットワーク、情報端末機器による行動認識を活用
②心身状態のカジュアルセンシング（非拘束・非侵襲）を活用
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町に出よう（パーソナルコンシェルジュ機器）

―スマートエージェント システム―
2

・ライフログ提示
・図形提示による知力チェックなど

タブレット

ロボット

・座るだけで自動で健康度を判定
（例：体重、脈拍、笑顔、感情状態等）
※カジュアルセンシング

・ロボットとの
対話、運動

H27年度：プロトタイプ製作完
H27年度：名古屋市ケアハウスでの評価実験

非接触脳磁気センサ

ワイドレンジ
荷重センサ

モビリティ
コミュニティ
スペース等

生活活動の活発化支援
（誘導/提案，物理アシスト）
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脳波(磁気)、脈波 (近赤外)、脈波･体重 (荷重）の高感度センサ群と
情報提示デバイスを具備した心身状態（気力・体力・知力）を

フィードバックするチェアおよび移動支援ロボット
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元気にいこう（インフラ・コミュニティ）3

地域バス

■ IC決済
（地域ポイント
健康情報）

マイカー相乗り
運転支援器

■ ストレスフリーナビ
■ストレスフリー

マネジメント

既存の拠り所を活用したモビリティスポット・センターによる移動手段・活動機会提供
 ICT活用によるストレスフリーモビリティ（運転支援・IC決済・モビリティブレンド）
地域ポイントによる共助の促進とコミュニティ連携

モビリティスポットモビリティセンター

基幹交通

共助マイカー

中山間地域

2015年度～：豊田市の中山間地域(足助と周辺地区)を対象に調査活動開始、
企画・小規模実験へ

■ オンデマンド車の発着地
■ 高齢者のマイカー、
小型モビリティ
自転車などの駐車施設

■ 基幹交通の発着地
■ 地域活動拠点
■ 駐車場

持続性、経済性のあるコミュニティ（場）を形成

高齢者の自らの移動を維持・創出する交通インフラ、制度、しくみ、拠所づくり

目的： 移動難の解消（移動力と元気力の確保）による地域の活性化とＱＯＬ向上への貢献



本日の研究成果発表のご紹介

１．「安全・安心に楽しく行こう（クルマ）」

２．「町に出よう（パーソナルコンシェルジュ機器）」

３．ポスターセッション、コンセプトデモ
皆様の活発な ご意見・ご討論をお願いします
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② 個人に適した運転者支援機器・サービスに向けた基盤研究

高齢者の心身機能を理解し、不安や事故を回避する運転者アシスト機能

① 人間・機械協調型運転支援システム ﾓﾋﾞﾘﾃｨ部門 二宮 芳樹 特任教授

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ部門(人間・加齢特性G) 金森 等 特任教授

情報基盤部門 武田 一哉 教授

サステナブル部門 新井 史人 教授

個人の心身・行動特性に合わせて、外出活動を促進する機器・サービス

② 心身状態（気力・体力・知力）のカジュアルセンシングとその応用機器

① 大規模情報基盤、情報端末機器による行動認識(機械学習)


